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１．概要（Summary） 

本研究課題では、コロイド型量子ドット(QD)一個のシリ

コン基板上での位置制御技術と、メタマテリアル作製技術

を組み合わせ、ナノオーダ・サイズの革新的な単一光子

放出器を実現することを目指している。新しい構成を持つ

この極小な光量子素子は、これまでには無かったコンパク

トな固体光量子回路の設計を可能にすると見込まれる。 
 

２．実験（Experimental） 
【利用した主な装置】 
電子ビーム露光データ加工ソフトウェア 

【実験方法】 
光子放出器の実現に必要なメタマテリアル単一要素の

設計値を、本事業の技術代行によって評価していただい

た。具体的には、昨年度の試行結果に基づいた新しい構

造のアイデアについて、電子ビーム露光の作製精度等の

観点から実現の可能性を検討した。 
 

３．結果と考察（Results and Discussion） 
Fig. 1(a)に本光子放出器の概念図を示す。２重スプリ

ットリング型メタマテリアルの中心にQD 一個がパターンの

凹凸を利用した物理的なトラッピングによって配置される。 
 

   

(a)   (b)   

Fig. 1 (a) Schematic of photon emission device. (b) Plan-view 
layout of the designed device structure.  

昨年のトラッピング実験結果を考慮し、２重リングの間隔や

リングのスプリット部分を狭くして、QD が中心部分にのみ

トラップされ易い構造の設計を検討した（Fig. 1(b)）。電子

ビームリソグラフィによる作製精度を考慮し、現実的な設計

値を得た。 
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